
芸術科（美術） 学習指導案
○○高等学校

教諭 ○○ ○○

１ ２学年

２ 教材 絵画

３ 題材名 透明水彩による建物の風景画
－アクティブラーニングを取り入れながら線遠近法（透視図法）を理解
し，建物の風景画制作に取り組む。－
（学習指導要領 美術Ⅱ Ａ表現（１）絵画・彫刻，Ｂ鑑賞）

４ 題材目標
(1)絵画の歴史における遠近法の発展を学び，建物の遠近感の表現方法を理解すること
により，効果的な構図や視点に興味を持ち，意欲的に制作する。（関心・意欲・態度）

(2)透明水彩絵の具の表現方法に興味を持ち，グループでの表現練習を通じて効果的な
表現方法等を話し合いながら創作意欲を高める。（関心・意欲・態度）

(3)光や影などが及ぼす様々な色彩に気づき，制作のための構想を練る。（発想や構
想の能力）

(4)透明水彩絵の具による制作手順を学び，表現方法を工夫して制作に取り組む。
（創造的な技能）

(5)自分の作品について，表現したかったことや工夫した点などを発表し合い，鑑賞し
合うことで，それぞれの作者や作品の個性に関心を持ち，美しさや表現の豊かさなど
を感じ取り，多様な視点から鑑賞する能力を高めるとともに，自らの作品を振り返り，
自己評価につなげる。（鑑賞の能力）

５ 題材指導計画
(1)導 入 ３時間
ア 教科書の風景画作品を鑑賞し，様々な遠近感の表現方法や色彩表現について学び，
建物を主題にした風景画の制作手順を理解する。 （１時間）

イ グループで協力して箱形の骨組み模型を針金で作り、教室内や身近なものを見な
がら線遠近法の基本を理解する。 （１時間）

ウ 一点透視，二点透視，三点透視について，模型を用いて練習問題に取り組み，グ
ループで話し合いながら線遠近法の技法を理解し，建物を描く作品の構想を練る。

（１時間〔本時〕）
(2)展 開 １４時間
ア 線遠近法の技法を用いて校舎や校内をスケッチする。 （１時間）
イ 透明水彩の技法を学び，各自が工夫した表現方法をグループ内で発表し，相互に
アイデアを取り入れながら表現計画を考える。水彩紙をＢ２パネルに水張りする。

（２時間）
ウ Ｂ２パネルに水張りをしておいた水彩紙に下描きをする。 （２時間）
エ 透明水彩で着彩をする。また，各時間の終了時にその時間の作品制作のなかで行
った表現の工夫について発表し合い，その時間を振り返るとともに次時への参考と
する。 （９時間）

(3)まとめ １時間
ア 自分の作品について，表現したかったことや制作上の工夫などを発表し合い，お
互いの作品を鑑賞し合うことで，それぞれの作者や作品の個性を感じ取る。また，
遠近感の表し方やおもしろさなどに気づき，美術の文化について理解を深める。

イ 自らの制作を振り返り，自己評価をする。



６ 単元の評価計画（評価規準）
美術への関心・意欲 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力
・態度 （ア） （イ） （ウ） （エ）

表現○建物を中心とした ○対象の建物をじっく ○遠近法を理 ○教科書の作品を
風景画や建物の遠近感を りと見つめ，線遠近法 解し，建物の じっくりと味わい，
表す表現技法に興味・関 の技法を活用しなが 表現に生かそ 遠近感や色彩の美
心をもち，授業に取り組 ら，空間表現や存在感 うとしている。しさを味わってい
もうとしている。 を表現する構想を練っ ○透明水彩絵 る。

ている。 の具の特性や ○相互の発表を通
鑑賞○他の生徒の遠近感 ○建物の立体感や存在 筆やその他の じて，自他の作品
や色彩表現に関心をもち，感を把握し，感じ取っ 用具を使った の制作意図と表現
作品のよさや美しさを感 たことや考えたことを 技法を理解し，の工夫などを感じ
じ取り，理解を深めよう 基に，表現したい主題 表現に生かそ 取り，作品につい
としている。 を発想している。 うとしている。て理解を深めてい

る。
○自他の作品を鑑
賞し，そのよさを
味わっている。

７ 本時の目標
(1)模型を参考にしながら，透視図法の練習問題に取り組み，線遠近法を理解する。
(2)グループ内で学習の考察をすることにより，生徒各々が意欲的に描いてみたい建物
の視点やイメージを構想したり，作品制作時の活用を図ったりする。

８ 本時の学習展開
段階 学習内容 学習活動の支援・ 観点別評価

（配当時間） 学習活動 指導上の留意点
導入 ○教科書と前回配布した
（５分） ワークシート№１を用意
・挨拶 させる。（別紙資料１）
・出欠確認 ○教科書の風景画のペー ○線遠近法が絵画の歴史

ジを開け，制作について と共に発展しており，現
のイメージをつかむと共 代でも必要な技法である
に，線遠近法を学ぶ大切 こと確認させる。
さを確認する。
○ワークシート№１の内
容を振り返り，線遠近法 ○ワークシート№１（別
の基本を確認する。板書 紙資料１）及び板書で，
での説明を聞き，本日の 本日の目標や流れを理解
目標や学習活動の流れを させる。
理解する。

展開１ ○前回グループごとに制
〈一点透視 作した線遠近法のための
の理解〉 針金製の箱形骨組み模型 ○模型で確かめながら製
（１５分） （２０㎝×２０㎝×２０ 図するようアドバイスす

㎝）を用意する。 る。 ○一点透視に関心
○ワークシート№２（別 ○グループのメンバー全 を持ち，練習問題
紙資料２）を配布し，一 員が時間内に正解できる に取 り組 ん でい
点透視の練習問題に取り よう先に正解した生徒に， る。（ア）
組む。（１５分以内でグ 遅れている生徒に対して ○一点透視図法の
ループ全員正解を目指 説明をさせる。 習得を図り，対象
す） を表現しようとし

ている。（ウ）



展開２ ○くじ引きをし，ワーク
〈二点透視， シート№３（別紙資料３）
三点透視の のための新しいグループ
理解〉 を作る。
（２０分） ○ワークシート№３を配 ○模型で確かめながら， ○二点透視，三点

布し，二点透視，三点透 一点透視図法での練習を 透視 に関 心 を持
視の練習問題に取り組 活かすようアドバイスす ち，練習問題に取
む。（１５分以内でグル る。 り組 んで い る。
ープ全員正解を目指す） （ア）（イ）

○グループのメンバー全 ○二点透視，三点
員が時間内に正解できる 透視の図法の習得
よう先に正解した生徒に， を図り，対象を表
遅れている生徒に対して 現しようとしてい
説明をさせる。 る。（ウ）

まとめ ○自分の席にワークシー
〈作品の構 ト等を持って戻る。
想〉 ○ワークシート№２，№ ○建物の見え方のおもし
（１０分） ３（別紙資料２，３）を ろさについて，感じたこ

振り返り，グループ内で とや発見したことをグル
ワークシー 線遠近法のおもしろさに ープの中で話し合わせる。
トの提出 ついて発見したことを発

表し合う。
○次回のからの授業で， ○見上げた角度や斜めか ○線遠近法への理
本番作品として描いてみ らの角度など，自分が興 解を深め，次回か

挨拶 たい建物の雰囲気や視点 味を持ったものについて らの本番制作に取
について意見を交換し， 記入し，次回からの校舎 り組もうとしてい
ワークシート№３に記入 のスケッチ場所の構想を る。（ア）（イ）
する。 立てる。 （ウ）
○ワークシート№１～３
を提出する。
○片付け








